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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　建物としての集合住宅、ホテル、オフィスビル、または病院建築物の周囲に、該建物と

間隔をおいて、常時の出入口としての開口部を除く建物のほぼ全周を取り巻く形で水密性

を有する耐洪水塀が構築されており、前記耐洪水塀は３ｍ以上、かつ想定浸水深以上の高

さを有し、３ｍ以上、かつ想定浸水深以上の水圧に抵抗可能な耐力を有する塀であり、前

記開口部には浸水時に該開口部を水密に閉塞する開口部閉塞手段が設けられていることを

特徴とする耐洪水塀を備えた耐水害建物。

【請求項２】

　請求項１記載の耐洪水塀において、前記耐洪水塀は水密コンクリートを主体として形成

されていることを特徴とする耐洪水塀を備えた耐水害建物。

【請求項３】

　請求項１または２記載の耐洪水塀において、前記耐洪水塀には水密性の窓が複数設けら

れていることを特徴とする耐洪水塀を備えた耐水害建物。

【請求項４】

　請求項１、２または３記載の耐洪水塀において、前記耐洪水塀の表面には装飾が施され

ていることを特徴とする耐洪水塀を備えた耐水害建物。

【請求項５】

　請求項１～４の何れかに記載の耐洪水塀を備えた耐水害建物において、前記開口部閉塞

手段は、前記開口部の両側に設置されたガイド溝を有する支柱と、両端が前記ガイド溝に
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嵌 合 す る 上 下 方 向 複 数 枚 の 止 水 パ ネ ル と 、 前 記 ガ イ ド 溝 と 前 記 止 水 パ ネ ル の 間 お よ び 前 記

止 水 パ ネ ル 間 に 介 在 さ せ た 止 水 材 と を 備 え る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 耐 洪 水 塀 を 備 え

た 耐 水 害 建 物 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 に お い て 、 前 記 開 口 部 閉 塞

手 段 は 、 上 下 方 向 ま た は 水 平 方 向 に 摺 動 し て 前 記 開 口 部 を 閉 塞 す る 止 水 シ ャ ッ タ ー で あ る

こ と を 特 徴 と す る 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 に お い て 、 前 記 建 物 が 既 存

の 建 物 で あ り 、 前 記 耐 洪 水 塀 が 敷 地 内 に 前 記 建 物 と 所 定 間 隔 を お い て 後 か ら 構 築 さ れ た も

の で あ る こ と を 特 徴 と す る 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 。

【 請 求 項 ８ 】

　 既 存 の 建 物 と し て の 集 合 住 宅 、 ホ テ ル 、 オ フ ィ ス ビ ル 、 ま た は 病 院 建 築 物 の 周 囲 に 、 該

建 物 と 間 隔 を お い て 、 常 時 の 出 入 口 と し て の 開 口 部 を 除 く 建 物 の ほ ぼ 全 周 を 取 り 巻 く 形 で

水 密 性 を 有 す る 耐 洪 水 塀 を 構 築 し 、 前 記 開 口 部 に は 浸 水 時 に 該 開 口 部 を 水 密 に 閉 塞 す る 開

口 部 閉 塞 手 段 を 設 け る 建 物 の 耐 水 害 リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 で あ っ て 、 前 記 耐 洪 水 塀 と し て ３

ｍ 以 上 、 か つ 想 定 浸 水 深 以 上 の 高 さ を 有 し 、 ３ ｍ 以 上 、 か つ 想 定 浸 水 深 以 上 の 水 圧 に 抵 抗

可 能 な 耐 力 を 有 す る 塀 を 構 築 す る こ と を 特 徴 と す る 建 物 の 耐 水 害 リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 ８ 記 載 の 建 物 の 耐 水 害 リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 に お い て 、 前 記 建 物 の 地 下 ま た は 敷 地

内 ま た は 屋 上 部 分 に 、 災 害 時 の 上 水 供 給 用 の 受 水 槽 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 建 物 の 耐

水 害 リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 ８ ま た は ９ 記 載 の 建 物 の 耐 水 害 リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 に お い て 、 前 記 建 物 の 屋 上 に

災 害 時 用 の 非 常 用 発 電 機 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 建 物 の 耐 水 害 リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 請 求 項 ８ 、 ９ ま た は １ ０ 記 載 の 建 物 の 耐 水 害 リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 に お い て 、 前 記 建 物 の

地 下 ま た は 敷 地 内 に 災 害 時 用 の 汚 水 槽 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 建 物 の 耐 水 害 リ ノ ベ ー

シ ョ ン 工 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 洪 水 、 高 潮 な ど の 災 害 時 に 建 物 お よ び 居 住 者 を 水 害 か ら ま も り つ つ 、 当 該 建

物 内 で の 長 期 の 避 難 生 活 を 可 能 と す る 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 お よ び そ の リ ノ ベ ー シ

ョ ン 工 法 に 関 す る も の で あ る 。 主 な 適 用 対 象 と し て は 、 集 合 住 宅 、 ホ テ ル 、 オ フ ィ ス ビ ル

、 病 院 建 築 物 な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 の 異 常 気 象 に よ り 想 定 さ れ た 頻 度 を は る か に 超 え る 洪 水 、 高 潮 な ど の 被 害 が 発 生 し

て い る 。 こ の よ う な 洪 水 、 高 潮 な ど の 水 害 に 対 し 、 建 物 等 へ の 浸 水 を 防 ぐ 技 術 と し て 、 例

え ば 特 許 文 献 １ ～ ４ に 開 示 さ れ た 技 術 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 所 定 面 積 の 止 水 板 と 、 該 止 水 板 が 収 納 あ る い は 載 置 さ れ る 箱 体 と 、 下

方 ロ ッ ク 部 材 と 、 上 方 ロ ッ ク 部 材 と か ら な り 、 止 水 板 が 箱 体 に 収 納 さ れ た 状 態 で 地 面 下 に

設 置 さ れ る と そ の 表 面 が 地 表 面 と 略 同 じ 高 さ と な り 、 手 動 的 に 立 ち 上 げ て 下 ロ ッ ク 部 材 お

よ び 上 ロ ッ ク 部 材 に よ り ロ ッ ク す る と 、 雨 水 、 河 川 水 、 海 水 等 の 氾 濫 水 の 進 入 を 防 止 で き

る よ う に し た 止 水 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 ２ に は 、 平 素 は 建 物 等 構 築 物 の 出 入 り に 支 障 が な い よ う 台 板 と 台 板 の 中 の Ｕ 字

溝 を 保 護 す る 為 の 蓋 板 を 地 中 に 埋 め て お き 、 洪 水 に 際 し て は 蓋 板 を 取 外 し Ｕ 字 溝 に 堰 板 を
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差 し 込 み 、 堰 板 を 補 強 材 を 介 し て 台 板 に 連 結 ・ 固 定 し て 防 水 擁 壁 ユ ニ ッ ト を 組 み 立 て る よ

う に し 、 防 水 擁 壁 ユ ニ ッ ト を 繋 い で ユ ニ ッ ト 同 士 の 隙 間 を 目 地 板 で 塞 ぎ 、 構 築 物 の 周 囲 に

塀 を た て る よ う に 擁 壁 を 巡 ら せ る こ と に よ り 、 そ の 内 側 へ の 浸 水 を 防 ぐ よ う に し た 非 常 用

防 水 擁 壁 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 ３ に は 、 大 雨 や 洪 水 等 の 非 常 時 に 建 物 の 出 入 口 等 の 通 路 に 迅 速 に 組 み 立 て る こ

と が で き 、 建 物 内 へ の 浸 水 防 止 機 能 を 発 揮 す る 浸 水 防 止 装 置 と し て 、 建 物 の 通 路 の 両 側 壁

面 に 設 け ら れ た 支 柱 材 と 、 両 側 端 部 を 全 長 に 亘 っ て こ れ ら の 支 柱 材 に 圧 着 さ せ て 建 物 の 通

路 を 閉 鎖 す る 止 水 パ ネ ル と 、 支 柱 材 の 下 端 間 の 通 路 の 床 面 上 に 設 置 さ れ て 止 水 パ ネ ル の 下

端 を 受 止 す る パ ネ ル 受 止 桁 部 材 と 、 止 水 パ ネ ル の 下 端 を こ の パ ネ ル 受 止 桁 部 材 上 に 圧 着 さ

せ る 第 一 圧 着 手 段 と 、 パ ネ ル 受 止 桁 部 材 を 通 路 の 上 記 床 面 上 に 圧 着 さ せ る 第 二 圧 着 手 段 と

を 備 え て な る 建 物 内 へ の 浸 水 防 止 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ４ に は 、 建 築 物 等 の 入 り 口 等 に 設 置 し て 、 非 常 時 に 外 部 の 水 が 建 物 内 に

浸 水 す る の を 防 ぐ た め の 水 密 性 を 備 え た 防 水 シ ャ ッ タ ー が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ４ ４ ３ ５ ５ １ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ １ ３ ３ ３ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ０ ９ ６ １ １ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － １ ３ ８ ３ ７ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 特 許 文 献 １ 記 載 の 発 明 は 、 常 時 は 地 面 下 で 目 立 た な い よ う に 設 置 さ れ た 止 水 装 置 の 止 水

板 を 、 非 常 時 に 手 動 的 に 立 ち 上 げ 、 止 水 ロ ッ ク し て 氾 濫 水 の 進 入 を 防 止 す る よ う に し た も

の で あ る が 、 建 物 の 全 周 を 取 り 囲 む よ う に 止 水 装 置 を 埋 め 込 む に は そ の た め の 広 い 面 積 が

必 要 で あ り 、 一 方 、 手 動 的 に 立 ち 上 げ る 止 水 板 の 高 さ 、 面 積 は 限 ら れ て し ま う た め 、 建 物

の 立 地 条 件 に よ っ て は 想 定 浸 水 深 に 達 す る 洪 水 や 高 潮 に は 全 く 機 能 さ せ る こ と が で き な い

。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 特 許 文 献 ２ 記 載 の 発 明 も 、 特 許 文 献 １ 記 載 の 発 明 と 同 様 、 平 常 時 は そ の 構 成 部 材 を 地 中

に 埋 め て お き 、 洪 水 に 際 し て 防 水 擁 壁 ユ ニ ッ ト を 組 み 立 て て 構 築 物 の 周 囲 に 塀 を 立 て る よ

う に 擁 壁 を 巡 ら せ る と い う も の で あ り 、 常 時 の 収 納 ス ペ ー ス の 問 題 や 、 高 さ 、 面 積 が 限 ら

れ る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 非 常 時 に 構 築 物 の 全 周 を 巡 る よ う に 立 て る に は 手 間 と 時 間

を 要 し 、 平 断 面 の 大 き い 建 物 に は 適 用 が 困 難 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 特 許 文 献 ３ 記 載 の 発 明 は 、 大 雨 や 洪 水 等 の 非 常 時 に 建 物 の 出 入 口 等 を 閉 塞 し て 建 物 内 へ

の 浸 水 を 防 止 す る も の で あ る が 、 想 定 浸 水 深 が 高 い 地 域 で は 建 物 の 窓 、 空 調 ダ ク ト そ の 他

の 開 口 部 か ら の 浸 水 や 、 汚 水 管 の 逆 流 な ど に よ る 浸 水 の 恐 れ が あ る 。 ま た 、 浸 水 継 続 時 間

が 長 期 に わ た る 場 合 、 そ の 間 の 居 住 者 の 出 入 り が で き な い と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 特 許 文 献 ４ 記 載 の 発 明 は 、 建 築 物 等 の 入 り 口 等 に 、 非 常 時 に 外 部 の 水 が 流 れ 込 み 浸 水 す

る の を 防 ぐ た め の 防 水 シ ャ ッ タ ー を 設 け る も の で あ る が 、 特 許 文 献 ３ 記 載 の 発 明 と 同 様 の

問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 従 来 技 術 に お け る 課 題 の 解 決 を 図 っ た も の で あ り 、 建 物 の 周 囲

を 水 密 性 を 有 す る 常 設 の 耐 洪 水 塀 と 、 非 常 時 に そ の 開 口 部 を 水 密 に 閉 塞 す る 開 口 部 閉 塞 手

段 と で 取 り 囲 む こ と で 、 耐 洪 水 塀 の 外 側 が 想 定 浸 水 深 あ る い は そ れ に 近 い 水 位 に 達 し 、 外
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部 と の 往 来 が 困 難 と な っ た 場 合 で も 、 耐 洪 水 塀 の 内 側 が 平 穏 な 状 態 に 保 た れ 、 建 物 自 体 へ

の 影 響 が 最 小 限 に 抑 え ら れ 、 水 害 時 に お い て も 安 全 な 長 期 の 避 難 生 活 が 可 能 と な る 耐 洪 水

塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 は 、 建 物 と し て の 集 合 住 宅 、 ホ テ ル 、 オ フ ィ ス ビ

ル 、 ま た は 病 院 建 築 物 の 周 囲 に 、 建 物 と 間 隔 を お い て 、 常 時 の 出 入 口 と し て の 開 口 部 を 除

く 建 物 の ほ ぼ 全 周 を 取 り 巻 く 形 で 水 密 性 を 有 す る 耐 洪 水 塀 が 構 築 さ れ て お り 、 耐 洪 水 塀 は

３ ｍ 以 上 、 か つ 想 定 浸 水 深 以 上 の 高 さ を 有 し 、 ３ ｍ 以 上 、 か つ 想 定 浸 水 深 以 上 の 水 圧 に 抵

抗 可 能 な 耐 力 を 有 す る 塀 で あ り 、 開 口 部 に は 浸 水 時 に そ の 開 口 部 を 水 密 に 閉 塞 す る 開 口 部

閉 塞 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 昨 今 の 台 風 な ど に よ り 高 潮 の 被 害 が 問 題 と な っ て い る が 、 例 え ば 東 京 を と っ て み て も 江

東 区 、 葛 飾 区 、 江 戸 川 区 、 足 立 区 、 荒 川 区 、 隅 田 区 な ど は ３ ～ ５ ｍ の 浸 水 が 予 想 さ れ る 地

域 が あ り 、 電 気 、 ガ ス 、 上 下 水 道 の サ ー ビ ス を 再 開 す る の に 、 １ ０ 日 ～ ２ 週 間 程 度 か か る

可 能 性 が あ る と 言 わ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 そ の 場 合 、 従 来 は 同 じ 建 物 の 中 で 上 層 階 に 避 難 す る 垂 直 避 難 は 避 け 、 事 前 に 域 外 に 避 難

す る 水 平 避 難 を 奨 励 し て い た 。 し か し 、 そ れ に 対 し て 垂 直 避 難 な し で は 避 難 が 難 し い で あ

ろ う と い う 意 見 も 多 い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 例 え ば 、 国 土 交 通 省 は ２ ０ １ ３ 年 ３ 月 に 、 「 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 作 成 の 手 引 き 」 の 改 定

を 行 い 、 従 来 の ハ ザ ー ド マ ッ プ で は 浸 水 の 目 安 に 応 じ て ５ 段 階 と し て い た 浸 水 深 ラ ン ク を

３ ． ０ ｍ 以 上 （ ２ 階 浸 水 ） 、 ０ ． ５ ｍ ～ ３ ． ０ ｍ 未 満 （ １ 階 床 上 浸 水 ） 、 ０ ． ５ ｍ 未 満 （

１ 階 床 下 浸 水 ） の ３ 段 階 に 簡 素 化 し て 表 示 し 、 浸 水 深 ０ ． ５ ｍ ～ ３ ． ０ ｍ の 区 域 で は 「 避

難 が 遅 れ た 場 合 は 、 無 理 を せ ず 自 宅 ２ 階 等 に 待 避 」 な ど と し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 は 垂 直 避 難 を 可 能 に す る も の で あ り 、 考 え 方 と し て は 、 ま ず 当 該 建 物 周 囲 に 例 え

ば ３ ～ ６ ｍ あ る い は そ れ 以 上 の 高 さ の 耐 洪 水 塀 を つ く る 。 す な わ ち 、 従 来 の 防 犯 目 的 の 塀

の 場 合 、 採 光 や 内 側 か ら の 視 界 、 外 側 か ら の 外 観 、 コ ス ト な ど か ら 、 １ ． ５ ～ １ ． ８ ｍ 程

度 の 高 さ と す る 場 合 が 多 い と 言 わ れ て い る が 、 本 発 明 の 場 合 、 水 害 発 生 時 に は 、 耐 洪 水 塀

の 開 口 部 を 開 口 部 閉 塞 手 段 に よ り 閉 塞 す る こ と で 、 建 物 の 周 囲 と 耐 洪 水 塀 と の 間 に 隔 離 さ

れ た 空 間 が 形 成 さ れ 、 耐 洪 水 塀 の 外 側 が 想 定 浸 水 深 の 水 位 に 達 し て も 耐 洪 水 塀 の 内 側 は せ

い ぜ い 降 水 量 以 下 の 水 深 で 建 物 の 入 口 や 窓 か ら の 浸 水 の 恐 れ が な く 、 既 存 の 建 物 に 適 用 す

る 場 合 で も 、 建 物 自 体 の 開 口 部 は 特 に 改 修 し な く て も そ の ま ま 水 害 に 対 処 す る こ と が で き

、 建 物 の 被 害 を な く す ま た は 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 耐 洪 水 塀 の 外 側 が 想 定 浸 水 深 あ る い は そ れ に 近 い 水 位 に 達 し 、 外 部 と の 往 来 が 困 難 と な

っ た 場 合 で も 、 耐 洪 水 塀 の 内 側 が 平 穏 な 状 態 に 保 た れ る こ と で 、 建 物 自 体 の 機 能 に 関 す る

影 響 は 小 さ く 、 耐 洪 水 塀 の 外 側 が 想 定 浸 水 深 あ る い は そ れ に 近 い 水 位 に 達 し 、 外 部 と の 往

来 が 困 難 と な っ た 場 合 で も 、 耐 洪 水 塀 の 内 側 が 平 穏 な 状 態 に 保 た れ る こ と で 、 建 物 自 体 の

機 能 に 関 す る 影 響 は 小 さ く 、 周 辺 の 浸 水 継 続 時 間 が 例 え ば １ 週 間 以 上 の 長 期 に わ た る 場 合

で も 、 建 物 自 体 の 安 全 性 が 保 た れ る

【 ０ ０ １ ９ 】

　 耐 洪 水 塀 の 材 質 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 従 来 、 水 槽 、 プ ー ル 、 地 下 室 な ど の 構

築 に 利 用 さ れ て い る 水 密 コ ン ク リ ー ト を 主 体 と す る も の な ど を 利 用 す る こ と が で き る 。 そ

の 他 、 金 属 製 や 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 耐 洪 水 塀 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 耐 洪 水 塀 と し て プ レ キ ャ ス ト 製 品 を 並 べ て 設 置 す る 場 合 は 、 プ レ キ ャ ス ト 製 品 間 に 止 水

材 を 介 在 さ せ る な ど し て 、 耐 洪 水 塀 全 体 の 水 密 性 を 確 保 す る 。 ま た 、 水 害 発 生 時 の 動 水 圧
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、 静 水 圧 に 抵 抗 さ せ る た め 、 必 要 に 応 じ 、 控 え 壁 や ス テ イ を 付 加 す る 。 な お 、 耐 洪 水 塀 の

下 端 は 地 中 に 根 入 れ し 、 ま た 伏 流 が 生 じ な い た め の 処 置 を 施 す こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 耐 洪 水 塀 が 例 え ば ３ ～ ６ ｍ 以 上 の 高 さ の 場 合 、 採 光 や 内 側 か ら の 視 界 が 遮 断 さ れ

る と い う 問 題 が あ る が 、 耐 洪 水 塀 に 水 密 性 の 透 明 な 窓 を 複 数 設 け る こ と で 、 採 光 や 視 界 の

問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 水 密 な 窓 枠 を 耐 洪 水 塀 に 埋 め 込 み 、 あ る い は 嵌

め 込 み 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト あ る い は 強 化 ガ ラ ス な ど の 高 強 度 の 透 明 な 窓 部 材 を 取 り 付 け る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 内 外 か ら の 景 観 に 関 し て は 、 耐 洪 水 塀 の 表 面 に は 各 種 装 飾 を 施 す こ と で 、 か え っ

て 美 感 を 高 め る こ と も で き る 。 例 え ば 、 耐 洪 水 塀 の 表 面 の 一 部 を 石 貼 り と し た り 、 タ イ ル

で 絵 模 様 を 作 っ た り 、 植 物 を 植 え 付 け る こ と が で き る 緑 化 塀 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 開 口 部 閉 塞 手 段 と し て は 、 例 え ば 開 口 部 の 両 側 に 設 置 さ れ た ガ イ ド 溝 を 有 す る 支 柱 と 、

両 端 が そ の ガ イ ド 溝 に 嵌 合 す る 上 下 方 向 複 数 枚 の 止 水 パ ネ ル と 、 ガ イ ド 溝 と 止 水 パ ネ ル の

間 お よ び 止 水 パ ネ ル 間 に 介 在 さ せ た 止 水 材 と を 備 え る も の な ど を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 そ の 場 合 、 止 水 パ ネ ル は 、 平 常 時 は 建 物 内 ま た は 敷 地 内 の 収 納 ス ペ ー ス に 収 納 し て お き

、 洪 水 や 高 潮 が 予 想 さ れ る 緊 急 時 に 、 支 柱 の ガ イ ド 溝 に 取 り 付 け て 行 く 。 止 水 パ ネ ル １ 枚

の 重 量 は 人 力 で 扱 え る 程 度 の も の と す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 耐 洪 水 塀 が 、 例 え ば ３ ～ ６ ｍ 以 上 の 高 さ と な る 場 合 、 止 水 パ ネ ル を 支 柱 の ガ イ ド 溝 に 上

方 か ら 嵌 め る こ と は 容 易 で は な い た め 、 支 柱 の 下 部 ま た は 中 間 の 高 さ に 止 水 パ ネ ル の 挿 入

部 を 設 け 、 上 方 の 止 水 パ ネ ル を 、 順 次 、 上 方 へ 押 し 上 げ な が ら 止 水 パ ネ ル を 積 み 上 げ る よ

う に し て も よ い 。 そ の 場 合 、 止 水 パ ネ ル に ワ イ ヤ ー を 通 す な ど し て 、 滑 車 や ウ イ ン チ を 介

し て ワ イ ヤ ー を 引 っ 張 り な が ら 押 し 上 げ る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 下 の 止 水 パ ネ ル 間 お よ び 止 水 パ ネ ル と 支 柱 の ガ イ ド 溝 と の 間 に は 弾 性 を 備 え た 止 水 材

を 介 在 さ せ 、 必 要 に 応 じ て 押 圧 手 段 を 利 用 し て 押 し 付 け て 水 密 性 を 確 保 す る 。 押 圧 手 段 は

機 械 的 な 押 圧 手 段 の 他 、 空 気 そ の 他 の 流 体 圧 を 利 用 し た も の な ど の 利 用 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 そ の 他 、 開 口 部 閉 塞 手 段 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 ３ の 浸 水 防 止 装 置 や 、 特 許 文 献 ４ の 防

水 シ ャ ッ タ ー な ど を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 閉 塞 の 方 向 は 上 下 方 向 に 限 ら ず 、

水 平 方 向 で も よ い 。 例 え ば 、 ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン 式 に 水 平 方 向 に 開 閉 す る 開 口 部 閉 塞

手 段 や 水 平 方 向 に 摺 動 す る 防 水 シ ャ ッ タ ー な ど を 用 い る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 の 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 は 、 新 築 の 建 物 に も 適 用 可 能 で あ る が 、 既 存 の 建

物 に 対 し て 、 敷 地 内 に 建 物 と 所 定 間 隔 を お い て 後 か ら 耐 洪 水 塀 と 開 口 部 閉 塞 手 段 を 設 け る

こ と で 、 建 物 自 体 に は 大 規 模 な 改 修 を 行 わ な く と も 耐 水 害 建 物 と す る こ と が で き る 。 そ の

場 合 、 既 存 の 多 数 の 建 物 を 耐 水 害 建 物 に 容 易 に 変 え る こ と が で き 、 水 害 対 策 と し て 非 常 に

有 効 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 の 建 物 の 耐 水 害 リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 は 、 既 存 の 建 物 と し て の 集 合 住 宅 、 ホ テ ル 、

オ フ ィ ス ビ ル 、 ま た は 病 院 建 築 物 の 周 囲 に 、 建 物 と 間 隔 を お い て 、 常 時 の 出 入 口 と し て の

開 口 部 を 除 く 建 物 の ほ ぼ 全 周 を 取 り 巻 く 形 で 水 密 性 を 有 す る 耐 洪 水 塀 を 構 築 し 、 開 口 部 に

浸 水 時 に 該 開 口 部 を 水 密 に 閉 塞 す る 開 口 部 閉 塞 手 段 を 設 け る リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 で あ っ て

、 耐 洪 水 塀 と し て ３ ｍ 以 上 、 か つ 想 定 浸 水 深 以 上 の 高 さ を 有 し 、 ３ ｍ 以 上 、 か つ 想 定 浸 水

深 以 上 の 水 圧 に 抵 抗 可 能 な 耐 力 を 有 す る 塀 を 構 築 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 そ の 場 合 、 建 物 の 地 下 ま た は 敷 地 内 ま た は 屋 上 部 分 に 、 災 害 時 の 上 水 供 給 用 の 受 水 槽 を
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設 置 す る こ と で 、 １ 週 間 以 上 の 長 期 、 例 え ば １ ０ 日 ～ １ 月 間 に わ た る 場 合 で も 、 居 住 者 に

上 水 の 形 で 水 を 供 給 す る こ と が で き 、 長 期 の 避 難 生 活 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ の 他 、 建 物 の 屋 上 に 災 害 時 用 の 非 常 用 発 電 機 を 設 置 す る こ と で 、 避 難 生 活 の 間 の 電 気

が 確 保 さ れ 、 建 物 の 地 下 あ る い は 敷 地 内 に 、 災 害 時 用 の 汚 水 槽 を 設 置 す る こ と で 周 辺 地 域

が 浸 水 し た 状 態 で も 建 物 内 の 緊 急 的 な 汚 水 処 理 が 可 能 と な る 。 汚 水 槽 を 設 置 す る 場 合 に は

汚 水 槽 か ら の 排 水 側 に 逆 止 弁 を 設 け る な ど し て 汚 水 槽 を 経 由 し て の 逆 流 が 生 じ な い よ う に

す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 水 害 発 生 時 に は 、 耐 洪 水 塀 の 開 口 部 を 開 口 部 閉 塞 手 段 に よ り 閉 塞 す る こ と で 、 建 物 の 周

囲 と 耐 洪 水 塀 と の 間 に 隔 離 さ れ た 空 間 が 形 成 さ れ 、 耐 洪 水 塀 の 外 側 が 想 定 浸 水 深 の 水 位 に

達 し て も 耐 洪 水 塀 の 内 側 は せ い ぜ い 降 水 量 以 下 の 水 深 で 建 物 の 入 口 や 窓 か ら の 浸 水 の 恐 れ

が な く 、 既 存 の 建 物 に 適 用 す る 場 合 で も 、 建 物 自 体 の 開 口 部 は 特 に 改 修 し な く て も そ の ま

ま 水 害 に 対 処 す る こ と が で き 、 建 物 に 被 害 を 生 じ さ せ な い か ま た は 被 害 を 最 小 限 に 抑 え る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 耐 洪 水 塀 の 外 側 が 想 定 浸 水 深 あ る い は そ れ に 近 い 水 位 に 達 し 、 外 部 と の 往 来 が 困 難 と な

っ た 場 合 で も 、 耐 洪 水 塀 の 内 側 が 平 穏 な 状 態 に 保 た れ る こ と で 、 建 物 自 体 の 機 能 に 関 す る

影 響 は 小 さ く 、 周 辺 の 浸 水 継 続 時 間 が 例 え ば １ 週 間 以 上 の 長 期 に わ た る 場 合 で も 、 建 物 自

体 の 安 全 性 が 保 た れ る た め 、 耐 洪 水 塀 の 内 側 に 例 え ば 非 常 用 発 電 機 、 非 常 用 受 水 槽 、 非 常

用 汚 水 槽 な ど の 非 常 用 設 備 を あ ら か じ め 設 置 し て お く こ と で 、 水 害 時 に お け る 安 全 な 長 期

の 避 難 生 活 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 建 物 の 用 途 が 公 共 施 設 で あ る 場 合 な ど 、 広 域 避 難 が 困 難 な 周 辺 住 民 を 受 け 入 れ る 避 難 所

と し て も 活 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 耐 洪 水 塀 に つ い て は 、 水 圧 に 耐 え 得 る 水 密 性 の 大 き な 窓 を 設 け た り 、 装 飾 を 施 す な ど す

る こ と で 、 建 物 の １ ～ ２ 階 の 居 住 者 が 閉 塞 感 を 持 た な い よ う 内 側 か ら の 視 界 を 確 保 す る こ

と が で き る 。 ま た 、 耐 洪 水 塀 内 外 の 景 観 を 損 な う こ と な く 、 む し ろ 美 感 を 与 え 建 物 の デ ザ

イ ン 的 な 財 産 価 値 を 高 め る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 建 物 の 地 下 ま た は 敷 地 内 あ る い は 屋 上 部 分 に 、 災 害 時 用 の 受 水 槽 、 災 害 時 用 の 非 常 用 発

電 機 、 災 害 時 用 の 汚 水 槽 な ど を 設 置 す る こ と で 、 外 部 か ら の サ ー ビ ス が 途 絶 え た 状 態 で も

建 物 内 部 の イ ン フ ラ が 確 保 さ れ 、 長 期 の 避 難 生 活 が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 の 一 実 施 形 態 を 概 念 的 に 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 の 他 の 実 施 形 態 を 概 念 的 に 示 し た 図 で あ る

。

【 図 ３ 】 開 口 部 閉 塞 手 段 の 一 例 を 示 す 概 要 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 開 口 部 閉 塞 手 段 に 用 い る 止 水 パ ネ ル に 補 剛 リ ブ を 設 け た 場 合 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 添 付 し た 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 、 本 発 明 の 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 の 一 実 施 形 態 を 概 念 的 に 示 し た 図 で あ る

。 本 発 明 は 既 存 の 建 物 に も 新 築 の 建 物 に も 適 用 可 能 で あ る が 、 図 １ の 実 施 形 態 は 建 物 １ と

し て 既 存 の 集 合 住 宅 を 想 定 し て お り 、 水 害 に 対 す る リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 法 に お い て 、 建 物 １

の 周 囲 の 敷 地 内 に 、 建 物 １ の ほ ぼ 全 周 を 取 り 囲 む 形 で 、 後 か ら 耐 洪 水 塀 ２ を 構 築 す る 場 合
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で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 構 造 的 に は 、 建 物 １ の 周 囲 の 敷 地 内 に 、 建 物 １ の ほ ぼ 全 周 を 取 り 囲 む 形 で 耐 洪 水 塀 ２ を

構 築 し 、 図 に は 示 さ れ て い な い が 、 玄 関 に つ な が る 部 分 、 駐 車 場 に つ な が る 部 分 、 生 活 ゴ

ミ そ の 他 の 廃 棄 物 な ど を 搬 出 す る 部 分 な ど 常 時 の 出 入 口 と な る 部 分 に は そ の 開 口 部 を 水 密

に 閉 塞 す る 開 口 部 閉 塞 手 段 （ 例 え ば 、 後 述 す る 図 ３ 参 照 ） を 設 け 、 洪 水 や 高 潮 に よ る 浸 水

の 恐 れ が 生 じ た と き に は 、 開 口 部 閉 塞 手 段 に よ り 開 口 部 を 閉 塞 す る こ と で 耐 洪 水 塀 ２ の 内

側 に 隔 離 さ れ た 平 穏 な 空 間 ３ を 形 成 で き る よ う に し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 耐 洪 水 塀 ２ の 高 さ は 建 物 １ が 立 地 し て い る 区 域 の 想 定 浸 水 深 以 上 の 高 さ と し 、 例 え ば 想

定 浸 水 深 が ２ ｍ で あ れ ば ２ ｍ 以 上 ３ ｍ 程 度 、 想 定 浸 水 深 が ４ ｍ で あ れ ば ４ ｍ 以 上 ５ ｍ 程 度

、 想 定 浸 水 深 が ５ ｍ で あ れ ば 、 ５ ｍ 以 上 ６ ｍ 程 度 と い う よ う に 、 想 定 浸 水 深 以 上 で 万 一 の

安 全 性 を 考 慮 し て 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 耐 洪 水 塀 ２ は 水 密 性 を 有 す る こ と が 必 要 で あ り 、 例 え ば 水 密 コ ン ク リ ー ト の Ｌ 形 ブ ロ ッ

ク を 並 べ 、 Ｌ 形 ブ ロ ッ ク ど う し の 間 に 、 パ ッ キ ン な ど の 止 水 材 を 介 在 さ せ て 構 成 す る こ と

が で き る 。 あ る い は 耐 洪 水 塀 ２ を 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト 製 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 耐 洪 水 塀 ２ は 当 然 な が ら 洪 水 や 高 潮 が 発 生 し た 際 の 動 水 圧 、 静 水 圧 に 十 分 に 抵 抗 で き る

構 造 、 耐 力 と す る 必 要 が あ り 、 必 要 に 応 じ 、 控 え 壁 や ス テ イ を 付 加 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 浸 水 深 が 高 い 場 合 、 伏 流 が 生 じ た り 、 下 水 管 な ど の 逆 流 の 問 題 が あ り 、 そ れ に 対

処 可 能 な 構 造 と す る 。 具 体 的 に は 耐 洪 水 塀 ２ の 根 入 れ 深 さ を 深 く し た り 、 必 要 に 応 じ 耐 洪

水 塀 ２ の 基 礎 部 分 の 地 盤 改 良 な ど を 行 う 。 ま た 外 部 と 通 じ る 管 路 に は 逆 止 弁 を 設 け る な ど

す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 発 明 は 無 理 な く 安 全 な 垂 直 避 難 を 可 能 に す る も の で あ る が 、 周 囲 が 高 い 浸 水 深 で 浸 水

し た 場 合 は 、 基 本 的 に 陸 路 で の 外 部 と の 往 来 が 遮 断 さ れ る た め 、 周 辺 の 浸 水 継 続 時 間 が 例

え ば １ 週 間 以 上 の 長 期 に わ た る 場 合 に も 対 処 で き る よ う に す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 そ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 建 物 １ の 屋 上 に 常 時 の 受 水 槽 と は 別 に 非 常 用 の 受 水 槽 ４ と

非 常 用 発 電 機 ５ を 設 置 し 、 ま た 敷 地 内 の 地 下 に 非 常 用 の 汚 水 槽 ６ を 設 置 し 、 １ 週 間 以 上 １

カ 月 程 度 の 長 期 の 生 活 環 境 が 保 証 さ れ る 構 成 と し て い る 。 ま た 、 激 し い 降 雨 で 降 水 量 が 非

常 に 多 か っ た 場 合 に は 、 敷 地 内 の 地 下 に 設 置 し た 雨 水 槽 ７ に よ り 、 耐 洪 水 塀 ２ の 内 側 の 降

雨 に よ る 水 位 を 抑 え る よ う に し て い る 。 耐 洪 水 塀 ２ で 囲 ま れ た 部 分 の 雨 水 は 、 雨 水 槽 ７ で

貯 留 し 、 必 要 に 応 じ 排 水 用 ポ ン プ で 耐 洪 水 塀 ２ の 上 部 よ り 排 水 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 、 建 物 １ の 周 囲 を 高 い 耐 洪 水 塀 ２ で 取 り 囲 む 形 態 で あ る た め 、 耐 洪 水 塀 ２ が 太 陽 光

な ど の 採 光 の 妨 げ と な り 日 影 が 生 じ た り 、 建 物 の １ ～ ２ 階 の 居 住 者 が 閉 塞 感 を 感 じ た り す

る と い う 問 題 が 考 え ら れ る が 、 耐 洪 水 塀 ２ に 大 型 の 透 明 な 窓 ８ を 設 け る な ど す る こ と で 採

光 や 閉 塞 感 の 問 題 を 緩 和 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 窓 ８ に つ い て は 強 度 、 耐 久 性 の 面 で 、 例 え ば ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 製 の 窓 材 な ど を 用 い る こ

と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 耐 洪 水 塀 ２ へ の 窓 ８ 設 置 部 分 の 損 壊 を 防 止 す る た め 、 窓 ８ 設 置 部

分 に ス チ ー ル 製 な ど の 強 度 の 高 い 窓 枠 を 組 み 込 ん で 窓 材 を 取 り 付 け る こ と も 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 さ ら に 、 外 部 か ら の 景 観 も 考 慮 し て 耐 洪 水 塀 ２ に 各 種 装 飾 を 施 す こ と で 地 域 の シ ン ボ ル

ス ポ ッ ト 的 な も の と し 、 建 物 １ の 財 産 価 値 を 高 め る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 の 他 の 実 施 形 態 を 概 念 的 に 示 し た 図 で あ
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る 。 建 物 １ と そ の 周 囲 を 取 り 巻 く 耐 洪 水 塀 ２ の 関 係 や 、 洪 水 や 高 潮 に よ る 浸 水 の 恐 れ が 生

じ た と き に は 、 開 口 部 閉 塞 手 段 を 閉 塞 す る こ と で 耐 洪 水 塀 ２ の 内 側 に 隔 離 さ れ た 平 穏 な 空

間 ３ を 形 成 で き る よ う に し た も の で あ る 点 は 図 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 従 来 か ら 病 院 な ど で は 、 長 時 間 の 停 電 に 備 え て あ ら か じ め 非 常 用 電 気 供 給 源 を 備 え て い

た り 、 災 害 時 の 鉛 直 非 難 を 想 定 し た 設 備 が 備 え ら れ て い る 場 合 も あ る が 、 建 物 １ の 浸 水 を

防 ぐ の は 出 入 口 を 閉 塞 す る 程 度 で あ り 、 浸 水 深 が ２ 階 ま で 達 す る よ う な 状 況 で は 様 々 な 障

害 や 被 害 が 予 想 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 本 発 明 は 洪 水 や 高 潮 に よ る 浸 水 の 恐 れ が 生 じ た と き で も 耐 洪 水 塀 ２ の 内 側 に 隔 離 さ れ た

平 穏 な 空 間 ３ を 形 成 で き る よ う に し た も の で あ る た め 、 建 物 １ 自 体 の 被 害 を 最 小 限 に 抑 え

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ２ の 実 施 形 態 は 、 非 常 用 の 電 気 供 給 源 な ど は あ ら か じ め 備 わ っ て い る 前 提 で 、 例 え ば

屋 上 に ヘ リ ポ ー ト が あ る な ど 屋 上 利 用 が 制 限 さ れ て い る 場 合 に 、 非 常 用 の 受 水 槽 ４ を 敷 地

内 の 地 上 に 設 置 し 、 非 常 用 の 汚 水 槽 ６ と 激 し い 降 雨 に 対 処 す る た め の 雨 水 槽 ７ を 地 下 に 設

置 す る 構 成 と し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 当 然 な が ら 、 例 え ば 玄 関 に つ な が る 部 分 、 駐 車 場 に つ な が る 部 分 、 生 活 ゴ ミ そ の 他 の 廃

棄 物 な ど を 搬 出 す る 部 分 な ど 常 時 の 出 入 口 と な る 部 分 に は 開 口 部 １ ０ が 必 要 で あ り 、 洪 水

や 高 潮 に よ る 浸 水 の 恐 れ が 生 じ た と き に 開 口 部 １ ０ を 閉 塞 す る こ と で 、 耐 洪 水 塀 ２ の 内 側

に 隔 離 さ れ た 空 間 ３ が 形 成 さ れ る よ う に す る 。

　 図 ３ は 、 そ の 開 口 部 ３ を 閉 塞 す る た め の 開 口 部 閉 塞 手 段 の 一 例 を 示 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 ３ の 例 で は 開 口 部 閉 塞 手 段 を 、 開 口 部 ３ の 両 側 に あ ら か じ め 設 置 さ れ て い る 支 柱 １ １

と 、 緊 急 時 に 開 口 部 ３ の 中 央 に 設 け た 支 柱 受 け １ ３ に 下 端 を 挿 入 し て 固 定 す る よ う に し た

追 加 支 柱 １ ２ と 、 両 側 の 支 柱 １ １ お よ び 中 央 の 追 加 支 柱 １ ２ の 上 下 方 向 に 設 け た ガ イ ド 溝

に 嵌 合 す る 上 下 方 向 複 数 枚 の 止 水 パ ネ ル １ ４ と で 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 支 柱 １ １ お よ び 追 加 支 柱 １ ２ の ガ イ ド 溝 と 止 水 パ ネ ル １ ４ の 間 お よ び 止 水 パ ネ ル １ ４ 間

に は 、 止 水 材 や パ ッ キ ン な ど を 介 在 さ せ 、 開 口 部 閉 塞 時 の 水 密 性 を 確 保 す る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 追 加 支 柱 １ ２ と 止 水 パ ネ ル １ ４ は 、 平 常 時 は 建 物 内 ま た は 敷 地 内 の 収 納 ス ペ ー ス に 収 納

し て お き 、 洪 水 や 高 潮 が 予 想 さ れ る 緊 急 時 に 収 納 ス ペ ー ス か ら 取 り 出 し 、 設 置 す る 。 追 加

支 柱 １ ２ お よ び 止 水 パ ネ ル １ ４ の １ 枚 の 重 量 は 人 力 で 扱 え る 程 度 の も の と す る こ と が 望 ま

し い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ３ に お い て 、 符 号 ２ ａ は 耐 洪 水 塀 ２ の 根 入 れ 部 、 符 号 １ ５ は 耐 洪 水 塀 ２ の 内 側 面 に 設

置 し た 非 常 用 の 梯 子 で あ る 。 そ の 他 、 梯 子 １ ５ の 代 わ り に 階 段 を 設 け て 耐 洪 水 塀 ２ の 上 部

を 乗 り 越 え ら れ る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ま た 、 止 水 パ ネ ル １ ４ の パ ネ ル 強 度 が 足 り な い 場 合 は 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 止 水

パ ネ ル １ ４ に 補 剛 リ ブ を 設 け て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 １ … 建 物 、 ２ … 耐 洪 水 塀 、 ２ ａ … 根 入 れ 部 、 ３ … 空 間 、 ４ … 受 水 槽 、 ５ … 非 常 用 発 電 機

、 ６ … 汚 水 槽 、 ７ … 雨 水 槽 、 ８ … 窓 、 １ ０ … 開 口 部 、 １ １ … 支 柱 、 １ ２ … 追 加 支 柱 、 １ ３

支 柱 受 け 、 １ ４ … 止 水 パ ネ ル 、 １ ５ … 梯 子 、 １ ６ … 補 剛 リ ブ

【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）
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【 課 題 】 建 物 自 体 へ の 影 響 が 最 小 限 に 抑 え ら れ 、 水 害 時 に お い て も 安 全 な 長 期 の 避 難 生 活

が 可 能 と な る 耐 洪 水 塀 を 備 え た 耐 水 害 建 物 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 建 物 １ の 周 囲 の 敷 地 内 に 、 建 物 １ の ほ ぼ 全 周 を 取 り 囲 む 形 で 耐 洪 水 塀 ２ を 構

築 し 、 玄 関 に つ な が る 部 分 、 そ の 他 常 時 の 出 入 口 と な る 部 分 に は そ の 開 口 部 を 水 密 に 閉 塞

す る 開 口 部 閉 塞 手 段 を 設 け 、 洪 水 や 高 潮 に よ る 浸 水 の 恐 れ が 生 じ た と き に は 、 閉 塞 手 段 に

よ り 開 口 部 を 閉 塞 す る こ と で 耐 洪 水 塀 ２ の 内 側 に 隔 離 さ れ た 平 穏 な 空 間 ３ が 形 成 で き る よ

う に し 、 耐 洪 水 塀 ２ は 水 密 性 を 有 し 、 か つ 洪 水 や 高 潮 が 発 生 し た 際 の 動 水 圧 、 静 水 圧 に 十

分 に 抵 抗 で き る 構 造 、 耐 力 を 有 す る も の と し 、 周 囲 が 高 い 浸 水 深 で 浸 水 し た 場 合 の 長 期 に

わ た る 避 難 生 活 を 可 能 と す る た め 、 建 物 １ の 屋 上 な ど に 非 常 用 の 受 水 槽 ４ と 非 常 用 発 電 機

５ を 設 置 し 、 敷 地 内 の 地 下 に 非 常 用 の 汚 水 槽 ６ を 設 置 す る 。

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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